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尊顔脊文作 東に曽 /)ノ東京 よ ,)縛 ∫ o養 ロの舟 麿にある .千乗革 市庚都 の

且井 釘麦.フ ィール トに 鼠度 し′地略 と土地利 用の髭虞 か らこの他豪 の健 勝

とユ い ろべき並の をっ かむこ とがゼ きれば､ヒ希 えた,

当 地城 は′東京 淳沿岸 の(まlfヰ釆 にあ ()′承膜 も盤a)影 響 左受けt比東館

温風 であ る｡地形 は低早 を沖嶺換地 と九 ㌢かな妖盾 台地 か らをる .台地 底中

-上部 洪虜膚 に薦す る鹿田 簡摩 .およびJそれを被 う蘭庚 ローム から鼠 リノ金

庫 と して南東I:轟 く北 軍 ヽめるやれ 二吸 いでいる .そ して.ローム の厚 さと′

凋 象の此高 の関原 か ら三 っの面 にK別 され るが､/東 に鋼材が進 ん でいて′息

が樹 液求 /こ入 りこんでいる? これ に対 しノ沖承低 地はかな()本い養老 川の三

簡州とLJo地 を喝酢 する各 と凍摩平野 よ ,)克 ってし､る , 殊 I:.患者 用は/その

盈廠励 努 を河 口に鯉虜 し.カス プ形 の三角州 i:突き出 している ｡川の選 び'血

してい る砂 や泥の らち ′ 和机 ､泡 は叫の,%丸松潮風 によ ゥて廃木,*よ tL選 ば
れ るので ′河 口付近 I=は′主 と して砂 が催廟 している .A ,砂 鈴である とい

うのは ′内庭側 1-月 瓢 あられる , 例えは㍉ 磨脊湿地和 昭河波 圧や砂 -親身 の

/砂唇で 被われてよこ(), 二九Ii-この地 の一つの埠色 ともな っている,

土地利 用/i,白鍵東棟 の贋留 を受けて新鹿か 8勃並 (を Lめ′産楽人口演

鼓から免tも絶 産材 -である｡そ しt,毅東 の軽重方 法か 占0鼻者巌営盤虜 の

,トさい .漁書巻塵 を主 とする地区.⑦南虜作物 の歳膚 ′酪鹿が､比女帝盗人で

いる地色′⑦感 奮親展 ti此薮 抽入 きいが不利 な地微によ ,) ノ 鑑 乗 の巌寮終盤

の威 っこいる台池 上 の敗 匠の三 つ(=か すられる ｡ この地底 -一膝 に鹿産地 監-
では/海蛍常 の Lめこき左腹 軌は太 巻 くノそれ Iま耕地衝虜 の廉 い ことに斗強

ちず ′ 舞うL森 隼の患 い番及 率 を禾 している事 に竜 ちかが そる ･が .感 奮巌
痕 は五 井 断 簡政 一一帯 に .莱 +多部 門′ 又は来単作鮭 蛍が それぞれ 307,農賓

をしめ ′経営の弁仏が見 dbれな いのが-吸 ビある o たf=tL.わずか (-L五井軒 の
米 十嵐乗数 ‥ 米 十農 村型が 目につ く展 麓ゼある D しか し′工場 密教 によ()港

韓 の埋立地 にエ穆造 出か､斤 なわれていi家産 ′1易 地 の盛者勉 と して ′ 恩温

な製で産粛廃盤 の謝れる蜂殊を地底 である8度 っこノ磯 市故 郷地底 と して鉱

産 していく為 に′鹿 Qの間置が生 じている ′ とい うの且 ′ この鬼威の留感 条

件 による斗ので.沖虜低 地 の しめる劉各が多 い為 !=ノ水田摩 (=温Bg地産 とを
っているので .資寮麓盤内寒 の収束カを高める条件 に′恵 まれ ない面 を蘇 ｡

ている ク又 .1易進 出 による薮勉蘇軍 の研摩 ′同蕗に親 紫私への移衛 /健泉
｢If3--I



の閉館 ′海 容業 者 の藤 寮 間藤 啓が超 さてお ()′エ衆顔番 地 へU)移斤 の塵 土工

あるとい うのが選果 で あ る .

以 上 ,大底 の アウ ト芦 /̂ンゼ あるが､.華掬 の凄 昌 を との ことで し,,Li(j一丸 と:二､

二の級 長丸 f=統面 でま とめ る寮はノ私 に とって は蕃首 級 である の～ /地威 の

番 外 とし､ろ愛 好で劫 童 して裁 きた いd葉寒 冷又 といろ屠 /=恥 じな いも の が牽

け 意か っ産のゼ / ニtLを密 雲をか L-i,数 日顔 に凍 娃 方に.しぼ ら丸 届 塵 を番 え

る と′ 背 筋 が衆 く/TLる患 い どある ｡,741,東,}姦 しこ叔 る と/放 す線 一石二, 地域

混足 に酋 () ′ 予腐 和裁 1̂ き く′入 播鹿 瀬姦 亮Ji:ゲ七 ′ ユ鹿渡 出の鷹 番 :L見 ら

れ て褒白 い産､ち ら虹に しか者 え なi､っ左為 に ,はっき り した凝 馨 が と らえら
れ すl′習 的が 経路 にな った 泰 . 又 ′参考 丈 歌 が 任と∠ ∠ない上に/血/吊 り鹿

形 .濠賓 に関 する 和魂が餐 し､寮 と兼 まって ,盈東 をの′こた ル /1:-,レj7- 工 ユ.濃

度 のこbの にな ゥ1L Lま っだ = ヒ , 胃炎 の感 覚 の車 でのは J-,き りLT:,&選ぶ け

が できな か ゥたこと鮮 ′考 え九患者 えるノ琵 /轟碁 のい ちl/;息 さ 萱･新二Ll為 の豪

で＼ぁる クその為 , 12､ことい っf=鷹点 の舞 い 量のにな .〇一こしま っ-r=が , と′こ考

-つの町 の修路 とい うべ きもの を . まが ()に もつカ㌦Cだ＼嚢 蛙 ′ そ の磨窮 が ど

うで 承るち と も ′ そ の迫 展 において ′風 塵 すべ き 泰 ,教 え られ る漆か 多 く ′

彪沃 とって .藤 る ところが多 く審 ウf=ヒ奮 える泰ゼ ′な ぐ -&め と Lて いる 々

束菓工栄規葦の蝿離 拷暴
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軒象 とLを地裁 ｢京 紫 工兼 題霧 J と甘東 泉密揖葬 の腐食 か ら盛事 ま での地

底 であ るb京欝 工務 亀 嵩 ヒ紋′ この吸塵-虜 の潜蔚i/産 めたこ る こ 打 こよ ')

造 られ つ ゝあ る こらので あ る ク ここは 鹿東 に 鈴鹿 し′東京 渚 E,旗 L で東 涯 上 家

始苗 とい.,)大工 蔚勉藤 に由い息 づて いをが ら工寒 鮒 こ甘食 ( ヒ ()の こされ七

所 であ る ｡ 洛水面 は ′ ノ')/ 翼車 の慶 轟 に使 われ て.お り. ことに ノ リU)各項

は産 んであ ってそ の生産寓 は垂封 生産 の紳 3･クApに も及 Gt:立の ど霧 ｡た､､ユ

資 の蘭で は塵ノ水産廟 の加 工紫 が鹿毛 に老 子 あ る以 外 にti lJ乳る′こき も のか鮫か

っ-r=ヒ云 って竜_鼠 をゼ は恋 い ,千乗 虞 金瞳 ヒ して 凍て立 ′審 -凍盈 賓 に直走

をおし＼f=経済鹿渡逐 ぬ して い る ｡ 二の巌 洛敢 丘顔選 性愛 ′ユ 策算 数 によ って

新 婦 しよ i,とし､ろ塵徹 の選 鉱化 した計 鞠が栗東 工新 色密造 転の計萄ゼある 3

これが 丁蚤′日永 {/二審 の起首 /褒威 する蕗廟 ヒ食教 してい たれ エ策 の賓

殿 は必庶酎 こ.1渚立 地 を量豹 とさせ t= p そ しこ新 しし＼1浮 立姓 の腰 勘 こ応え

られ る斬 ヒ して J この鹿盛 の エ実地 の勢 至には -縁 と殖 産 か､か けらJ/Lr=V)で

ある,
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